
農業委員

１　個人による推薦

年月日 職名・役職等 営農類型
耕作面積
（ｱｰﾙ）

竹内　功 会社役員 74 男

農業資材の販売などを通じて農業
に通じており、農業者としての経験
もあるので、適任であると認めま
す。

手石幸洋 会社役員 75 男

農家への資材販売を通じて経営
内容を把握し又農業生産者として
の経験もあり農業経営の指導者と
して適任である。

小林優貴秀
建築設計
事務所長

72 男

自家栽培した地域産野菜を泊地
区で行われているマルシェに積極
的に出品され地域の魅力を発信さ
れている。

陶山健太郎 農業 81 男

肥料等の販売を通じて農業経営、
耕作の実態を十二分に把握され
ている。今後は、農業をしながら地
域農業や農業委員会業務に貢献
できると期待している。

松本幸雄
天神川土
地改良区
理事長

77 男
行動力有り。積極的取り組み姿勢
有り。

遠藤公章
土地家屋
調査士

58 男

長年農業資材の販売を行ってきた
ことにより多種多様な多くの農業
者と関係を持ち、また自身も農業
に従事しており農業経営指導者と
して適任である。

徳野明了 僧侶 68 男
農業と地域社会を総合的に観てい
る。強い意志と適切な対応能力を
表現してほしい。

堀　良一 農業 64 男
地域の状況や地域の農業の様子
等に精通しており、農業委員会業
務に貢献できると考える。

谷岡貞幸 農業 63 男

農業の資材関連に詳しく、多くの
人と関わっていて、農業に関して
新しいことに取り組んでいける人
だと思います。

石沼　友 会社経営 59 男

明るい性格で、人望も厚く、地域の
中心的な役割を果たしておられま
す。農業委員には適任者だtと思
います。

伊藤　等 会社役員 60 男

農業分野に携わり、お互いに営農
集団の活動を話し合い、研究熱心
な人です。今後も連携を図ってい
きたいと思います。

柳川洋美 農業 69 男

農業資材購入、生産などの相談に
のって頂き、お互いに勉強しなが
ら農業を営んできました。適任の
方と思い推薦いたします。

20 無

　30年余、資材販売を通して多数の農家に接し、農
業の現状を直に触れてきました。地域には先輩の
委員もおられますが、枠を超えて現下の農業課題
に取り組みたい次第です。永続的な営農組合なども
画期的な見直しが急務。経営者の流動化などの経
営視点の検討。加えて里山的な農山村の生活景色
の維持は、子孫と地域文化自体にも及ぶ責任課題
と考えます。適切化に尽力させて頂けたらと考えま
す。

無60 男

昭和59年3月～平成14年1月
平成14年2月～平成24年4月
平成25年3月～平成27年9月

名島合名会社
西日本日紅（株）
（株）チュウブ

水稲、露地野
菜、施設野菜、
果樹
主な作目
（メロン、ほうれ
ん草）

氏名 職業

1 中原 政喜 農業

年齢 性別

被推薦者（推薦を受ける者） 推薦者

番
号

農業経営の状況 農地最適
化推進委
員への推
薦の有無

氏名 職業 年齢 性別
認定農業者
等として認
定の有無

推薦理由抱負
経歴
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農業委員

１　個人による推薦

年月日 職名・役職等 営農類型
耕作面積
（ｱｰﾙ）

氏名 職業 年齢 性別

被推薦者（推薦を受ける者） 推薦者

番
号

農業経営の状況 農地最適
化推進委
員への推
薦の有無

氏名 職業 年齢 性別
認定農業者
等として認
定の有無

推薦理由抱負
経歴

市田　亮 農業 34 男
農業を始めたばかりで栽培の仕方
とか借地の貸し借りなどを相談に
のってもらってる。

戸崎房夫 農業 77 男
農業資材の関係で相談し合い栽
培してきました。適任者と感じまし
た。

清水英樹 農業 60 男
農業委員としての業務に貢献でき
ると感じる。

高濱俊一 農業 61 男

幅広く人脈があり、地域の農業情
勢にも詳しいため、更に農業発展
に尽力してくれると確信できるた
め。

松田栄一郎 会社員 56 男
おやじの会の会長の時は、子供と
一緒に農業体験をしました。

山田利明 農業 67 男

長年農業資材の販売を通じ多くの
農業者と関係を持ち又自身も農業
生産者としての経験もあり強い意
志と適切な対応能力があり適任者
であると考えられる。

濱口昭憲 無職 81 男

地域で幅広く活躍しておられて、
長く母親とメロン栽培に精出してい
る姿を拝見し、農業委員として貢
献されたい。

中原良作 会社員 54 男
母親と長期にわたりメロンを作って
おり、農業に詳しいため農業の発
展に尽力してくれると思います。

田中誠也 農業 37 男
地域農業や農家情報に精通して
おり耕作棄地の防止、解消等に貢
献できると思う。

川崎幸雄 会社員 69 男

地域農業や農家情報に精通して
いる。又地域の事に対して物知り
で皆の情報の発信者でもある。農
業委員として適任である。

山田喜幸 無職 65 男
農家への資材搬入等の経験あり、
生産者へのアドバイスができる。
地域の交流も深く信頼できます。

浅井昭彦 農家 71 男

農家への肥料、農薬、資材等の販
売を通じて、地域農業や農家情報
に精通しており農業委員会業務に
貢献できると考え期待する。
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農業委員

１　個人による推薦

年月日 職名・役職等 営農類型
耕作面積
（ｱｰﾙ）

氏名 職業 年齢 性別

被推薦者（推薦を受ける者） 推薦者

番
号

農業経営の状況 農地最適
化推進委
員への推
薦の有無

氏名 職業 年齢 性別
認定農業者
等として認
定の有無

推薦理由抱負
経歴

山田清生 農業 37 男
農家の経験があり、問題点や苦労
を把握しているので、地域の農業
の取り組みに貢献できると思う。

笠原貴紀 会社員 52 男
元上司として肥料等の勉強をさせ
てもらい自行力があり、適任と思
い推薦します。

西村一成 会社員 55 男

おやじの会会長の時は、日本海新
聞賞をもらった。企画力、行動力、
実行力は飛び抜けている。まとめ
力もあり適任と思います。

小林孝拓 農業 51 男
泊マルシェで重要な役割を果た
し、泊地区農業に貢献しているの
で最適です。

山崎清久 農業 70 男
企画力、行動力、実力がすごく適
任と思います。

中原康彦 建築業 59 男
任務の実行力、頼まれたらすぐ動
く。世話好きで信用できる。適任と
思います。

山本富士男 農業 67 男
前職で肥料、農薬、資材に精通し
ており、生産者の良き相談者です
から適任と思います。

西條敏之 - 60 男
同級生として地域のリーダー的存
在であり、実行力、行動力があり
で帰任だと思います。
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農業委員

２　団体による推薦

年月日 職名・役職等 営農類型
耕作面積
（ｱｰﾙ）

1 松本 勝男 農業 71 男

平成26年4月～現在
平成27年～現在
令和5年7月～現在

農業従事
南谷営農組合組合員
湯梨浜町農地利用最適化
推進委員

水稲、露地
栽培
主な作目
（稲）

49 無

　近年の農業は高齢化が進み、一段と耕作
者が少なくなってきた。南谷農事実行組合
も年々人数が減少。10年前は40名程度い
たが、現在は半減し、20数名となっている。
今後も組合員は減少することが予想され
る。また、水田の耕作放棄地もさることなが
ら、山畑も荒れが激しい。春先の交配シー
ズンになると一面梨の花が咲き誇り、あちこ
ちでラジオの音が賑わった。最盛期の二十
世紀梨栽培を知るものとしては、残念で仕
方がない。現在は原野である。山間の道路
も荒れ放題。道路に倒木があったり、土砂
崩れがあったりで、通行不能なところもあ
る。農業の将来的には悲観する要素が多い
が、生きるための基本である食を絶やすわ
けにはいかないし、これ以上の国土の国土
の荒廃を防いでいかなければならない。農
業が豊かに永続していくためには最先端AI
を駆使した元気な組織が必要である。六次
産業化をはかること、また、そのような組織
を積極的に応援していく行政。一年を通じて
仕事が安定していくような職業として成り立
つような仕組みを考えていきたい。農地集
約化とともにわずかな農地を多くの人に耕
作していただく仕組みも必要だろうと考えて
いる。

南谷営農
組合

組合長
松本勝男

集団での
営農

農業に意欲的に取り組んでお
られ、多くの皆様に信頼期待
され、最適任であると考える。

有

団体の目的

番
号

認定農業
者等として
認定の有

無

抱負

被推薦者（推薦を受ける者） 推薦者

氏名 職業 年齢 性別
経歴 農業経営の状況

推薦理由

農地最適
化推進委
員への推
薦の有無

団体名 代表者氏名
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農業委員

３　自ら応募

年月日 職名・役職等 営農類型
耕作面積
（ｱｰﾙ）

1 山下 和子 無職 75 女

昭和49年～平成10年
平成10年～平成30年
平成27年～現在

倉吉市農業協同組合
鳥取中央農業協同組合
湯梨浜町農業委員会

中立委員 - 無

　年々担い手不足が深刻化し、遊休農地が増え続け農地
を取り巻く環境は極めて厳しさを増している現状です。
　農業は、まだまだ男性メインですが、女性はサポート的な
関係が多いのが実情です。農業を活性化するためには、
年齢・性別を超えた力が必要だと考えます。
　そうした中、地域の農地を守り、活かしながら地域水田の
荒廃を防ぎ、より良い農業の形を皆で知恵を出し合いなが
ら、農地最適化に取り組んで行きたいと思います。

無

2 渡邊 由佳 農業 49 女

令和5年7月～現在 湯梨浜町農業委員

採卵養鶏 200
認定を受けて
いる

　平均年齢が上昇、離農する人が増加。長年培われてき
た技術、例えば梨の木が途切れ、次第に山や畑放地によ
り荒れていく。農業を始めるには、資材価格の高騰により
スタートしていく現状。
　対策は担い手育成と定住促進。半農半Xの推奨。ハード
ルが高い問題におためし期間やマッチングをしていけば急
上昇を少しはなだらかにできるのではと思う。

無

3 土海 政信 農業 76 男

昭和43年7月～平成13年3月
平成14年1月～平成24年12月
平成28年1月〜令和3年3月
令和2年3月～令和5年2月
平成29年7月～現在

鳥取中央農業協同組合
鳥取中央農協東郷選果場班長
湯梨浜町選挙管理委員会委員
東郷土地改良区　監事
湯梨浜町農業委員会委員 3期

水稲
果樹
主な作目
（水稲、梨、梅、
柿）

170 無

　高齢化また水稲では収入減により農業離れが起き、請
負者がいない現状で耕作放棄地が増えている。
　遊休農地・耕作放棄地の解消を少人数でも管理が出来
る集団で農地の有効利用を地域・集落で「多面的機能制
度」などの各制度を活用し、「魅力ある農業」をめざします。

有

4 尾川 寛信 農業 63 男

平成5年4月〜平成23年3月
平成18年10月〜現在
平成29年7月〜令和2年7月
令和2年7月〜現在

大喜産業(有)
農業
湯梨浜町農地利用最適化推進委員
湯梨浜町農業委員

水稲
露地野菜
施設野菜

350
認定を受けて
いる

　若い人に農業への感心を持っていただき、楽しい農業を
作りたい。
　耕作放棄地の解消をしたい。

無

応募者

番
号

農地最適化推
進委員への応

募の有無

認定農業者等
として認定の

有無
抱負氏名 職業 年齢 性別

経歴 農業経営の状況
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農業委員

３　自ら応募

年月日 職名・役職等 営農類型
耕作面積
（ｱｰﾙ）

応募者

番
号

農地最適化推
進委員への応

募の有無

認定農業者等
として認定の

有無
抱負氏名 職業 年齢 性別

経歴 農業経営の状況

5 横川 力 農業 59 男

昭和62年4月〜平成6年3月
平成8年〜現在
平成10年〜現在
平成25年7月〜現在

東伯町農業協同組合
農業従事
指導農業士
湯梨浜町農業委員

水稲
果樹
主な作目
（水稲、梨）

130
認定を受けて
いる

　平成8年から農業に従事し30年近くなります。近年、農地
の荒廃が目立ち、農業者も高齢化して生産性も少なくなっ
てきています。農業委員に就任した場合には、耕作放棄地
の解消を考え、再び農地に再生したいと考えています。ま
た、新規就農者や定年帰農者等を確保し農地の集約化を
行い、地域農業の発展に向けて活動に高い意欲をもって
農業委員として活動を行いたい。

無

6 下田 健一 農業 69 男

昭和52年4月～現在
令和2年7月～現在
令和7年9月～現在

農業従事
湯梨浜町農業委員
今滝梨団地会長

水稲
果樹
主な作目
（水稲、梨）

175
認定を受けて
いる

　近年、農業をされる若い人が増えたように思える。しか
し、まだ高齢者の方が多く病気等で栽培を断念される方が
増えています。水稲では利用券を利用しての受け手はあ
るものの、樹園地ではなかなか見つかりません。樹園地の
整備、機械購入等補助事業があることを説明し東郷梨を
守りたい。今滝梨団地の工事が大変遅れて皆様困ってお
られる。入植者の方と役場、県、農協とのパイプ役になり1
年でも早く収穫ができるように尽力したい。

有

7 樋口 浩司 農業 55 男

平成18年～現在
平成28年～令和7年

農業
鳥取県倉吉地区指導農業士理事

露地野菜、施
設野菜
主な作目（メロ
ン、スイカ、イチ
ゴ）

106
認定を受けて
いる

　遊休農地を減らし、耕作地を増やせるよう活動します。

有

8 長谷川誠一 農業 77 男

平成11年7月〜現在 湯梨浜町農業委員

水稲、果樹
主な作目（梨）

250
認定を受けて
いる

　認定農業者制度の活用等により、体制の構築を図るとと
もに、農業全体の地位向上に繋がるよう取り組みたい。合
わせて委員会組織の充実を図りたい。

無
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農業委員

３　自ら応募

年月日 職名・役職等 営農類型
耕作面積
（ｱｰﾙ）

応募者

番
号

農地最適化推
進委員への応

募の有無

認定農業者等
として認定の

有無
抱負氏名 職業 年齢 性別

経歴 農業経営の状況

9 眞木 規透 農業 46 男

平成12年～平成30年
平成30年～現在

会社員
農業従事

水稲
主な作目
（水稲）

3300
認定を受けて
いる

　湯梨浜町の農業は、高齢化の進行や担い手不足によ
り、耕作放棄地の増加など厳しい状況に直面しています。
私自身、水稲を中心に33haの経営に取り組む中でこうした
課題を日々実感しています。今後、地域の農地を維持して
いくためには、単に現状を守るだけでなく、担い手への農
地集積や作業の効率化を進め、持続可能な営農体制を構
築していくことが重要だと考えます。ドローンの導入など省
力化に取り組みながら、限られた人手でも農地を維持でき
る仕組みづくりを進めていきたいと考えています。委員とし
ては、現場の実情を踏まえた意見を積極的に発信し、農地
の有効活用や担い手への円滑な集積に貢献するととも
に、地域農業の維持・発展に向けて責任を持って取り組ん
でまいります。また、本制度への応募は今回が初めてであ
り、分からないことも多いとは思いますが、学びながら地域
に貢献できるよう努めていきたいと考えています。

有

10 南　 眞人 農業 67 男

平成元年4月～令和3年
令和3年3月～現在
昭和60年3月～現在

（株）日本通運
(有)アップル開陽
農業

水稲
主な作目
（水稲）

600 無

　農家の高齢化による離農、農業をする従事者がない、米
価が安定していないなど

無

11 中村弘明 農業 62 男

昭和58年4月〜
平成8年7月〜
平成12年12月〜現在
令和5年7月～現在

㈱中山製工本社
㈲モリサキ
農業
湯梨浜町農業委員

水稲
主な作目
（水稲）

2500
認定を受けて
いる

新規事業補助制度の見直し
新規事業の発掘

無

12 蔵本孝広 農業 68 男

昭和51年4月～平成24年7月
平成24年8月～現在
平成29年7月〜現在

鳥取中央農業協同組合
農業に従事
湯梨浜町農業委員

水稲、果樹
主な作物
（水稲、梨）

650
認定を受けて
いる

　農業委員を3期9年勤めて来ましたが、役に立っているの
か自信がありません。なのでもう1期頑張ってみたいと思い
ます。
　現在の農業は、どの産物を作っても高価格で推移して、
特に米は前年の1.5倍以上の価格になり今後が心配です。
同時に、燃料、肥料、農薬、資材等が高騰しています。そ
の中、高齢化が進み遊休農地が増大しています。
少しでも、お役に立てるよう協力していきたいと思います。

有
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農業委員

３　自ら応募

年月日 職名・役職等 営農類型
耕作面積
（ｱｰﾙ）

応募者

番
号

農地最適化推
進委員への応

募の有無

認定農業者等
として認定の

有無
抱負氏名 職業 年齢 性別

経歴 農業経営の状況

13 前田佳寛 農業 38 男

平成26年～
令和5年～
令和8年3月～

農業に就労
鳥取中央農協青壮年連盟委員長
鳥取中央農協青壮年連盟参与

水稲、果樹、そ
の他（大豆）
主な作物
（水稲、梨、大
豆）

1700
認定を受けて
いる

・梨の新規就農に対する割り当てできる農地の不足。
・農業者の減少、効率的な農地への移行の遅れ。
より良い農業環境の構築のため、学んだことを取り入れて
協議したい。

無

14 山上真治
農業法人

役員
56 男

平成6年4月〜平成9年12月
平成10年1月〜現在
平成27年4月〜現在
現在

倉吉信用金庫
ネクステージサービスクリエイツ
ネクステファーム
湯梨浜町農業委員 水稲、露地野

菜
施設野菜
主な作物
（梨、水稲）

1700
認定を受けて
いる

　湯梨浜町の農業は、高齢化や後継者不足、気候変動な
ど、地域農業を取り巻く環境は大きく変化しています。農地
の集積・集約化を進めながら、米や大豆など基幹作物の
収益力強化や多様な作物の組み合わせにより安定経営に
向け、関係機関と連携しながら取り組みを推進します。

無
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